
大
正
三
年
十
月
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
上
野
公
園
竹
の
台
陳
列
館
で
第
一
回

二
科
会
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
画
界
に
院
展
が
登
場
し
た
の
と
同

時
に
洋
画
界
に
も
二
科
展
と
い
う
公
募
展
が
生
ま
れ
、
と
も
に
文
展
と
対
峙
し

⑫ 

二
科
会
発
足

有
之
候
也

鹿
島

（「大正
八年
職
員
二
関
ス
ル
書
類
庶
務
掛
」
）

が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
大
正
十
年
に
東
京
高
等
工
芸
学
校
の
設
立
を
み
た
と
言

わ
れ
る
（
馬
場
秋
次
郎
「
創
立
当
時
の
思
い
出
」
『
創
立
40
周
年
記
念
』
昭
和
三
十
六

年
。
千
葉
大
学
工
学
部）。

安
田
は
本
校
へ
委
託
さ
れ
た
工
業
図
案
科
生
徒
全
員
が
卒
業
し
た
あ
と
、
大

正
六
年
七
月
に
本
校
兼
任
を
解
か
れ
た
。
鹿
島
英
二
は
同
五
年
に
一
旦
本
校
専

任
と
な
っ
た
が
、
彼
も
ま
た
同
八
年
に
は
辞
職
し
た
。
左
記
の
文
書
に
は
そ
の

「
工
業
的
」
授
業
法
が
本
校
の
教
育
目
的
に
適
合
し
な
い
と
い
う
理
由
で
辞
職

に
決
定
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

休
職
上
申
理
由

東

京

美

術

学

校

教

授

英

二

右
ハ
先
年
東
京
高
等
工
業
学
校
ノ
工
業
圏
案
科
生
徒
ノ
教
育
ヲ
本
校
二
委
託

七
ラ
ル
、
二
方
リ
同
校
教
授
ョ
リ
転
任
シ
ク
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
慮
同
科
生
徒

ハ
既
ニ
―
昨
年
七
月
悉
ク
卒
業
シ
了
リ
爾
来
本
校
圏
案
科
第
二
部
二
課
ス
ル

図
案
法
及
実
習
授
業
ヲ
担
任
致
サ
セ
居
リ
候
慮
同
人
力
授
業
法
ハ
工
業
的
ナ

ル
ヲ
以
テ
美
術
家
ヲ
養
成
ス
ル
本
校
教
授
ト
シ
テ
ハ
不
適
任
二
付
此
際
他
ノ

モ
ノ
ヲ
シ
テ
代
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
、
ナ
シ
タ
ル
カ
故
二
休
職
上
申
致
候
次
第
ニ

に
本
校
西
洋
画
科
卒
業
年
度
等
を
附
記
す
る
。

の
新
潮
」
の
展
覧
会
概
況
の
部
分
を
引
用
す
る
。
な
お
、
参
考
の
た
め
〔

＼ 

て
在
野
派
の
勢
い
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二
科
会
は
印
象
派
、
後

期
印
象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
、
立
体
派
、
未
来
派
な
ど
の
西
欧
近
代
絵
画
の

新
様
式
の
移
入
を
歓
迎
し
つ
つ
特
に
大
正
期
に
お
い
て
幾
多
の
個
性
的
作
家
を

育
て
、
日
本
の
近
代
洋
画
に
―
つ
の
成
熟
を
齊
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
外
光

派
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
飽
き
足
り
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
本
校
卒
業
生
や
生
徒

に
と
っ
て
も
格
好
の
活
躍
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
二
科
会

発
足
以
前
、
明
治
四
十
二
年
に
は
斎
藤
与
里
が
帰
国
し
て
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
の

影
響
を
受
け
た
作
品
を
公
開
し
、
同
四
十
三
年
に
は
新
様
式
の
洗
礼
を
受
け
た

藤
島
武
二
、
湯
浅
一
郎
、
有
島
生
馬
、
南
蕉
造
、
山
下
新
太
郎
ら
が
次
々
と
帰

国
、
同
年
創
刊
の
『
白
樺
』
は
盛
ん
に
印
象
派
、
後
期
印
象
派
を
紹
介
し
、
高

村
光
太
郎
が
芸
術
表
現
の
自
由
を
唱
え
て
美
術
評
壇
で
活
躍
し
た
。
そ
の
中

で
、
本
校
生
徒
ち
た
が
ア
プ
サ
ン
ト
同
人
小
品
展
を
開
き
、
後
期
印
象
派
の
影

響
色
濃
い
作
品
を
発
表
し
た
り
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の
山
本
鼎
ら
が
新
し
い
芸

術
を
求
め
て
『
方
寸
』
を
発
行
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
正
元
年
秋
に

は
岸
田
劉
生
、
木
村
荘
八
、
斎
藤
与
里
、
萬
鉄
五
郎
、
真
田
久
吉
、
松
村
巽
、

硲
伊
之
助
、
清
宮
彬
、
高
村
光
太
郎
ら
青
年
た
ち
が
フ
ュ
ー
ザ
ソ
会
第
一
回
展

を
開
き
、
後
期
印
象
派
や
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
作
品
を
発
表
し

た
。
同
会
が
翌
二
年
に
第
二
回
展
を
開
い
て
解
散
し
た
あ
と
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

に
反
抗
す
る
若
手
作
家
た
ち
が
作
っ
た
の
が
二
科
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
成
の

背
景
や
経
緯
に
つ
い
て
は
諸
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
石

井
柏
亭
著
『
日
本
絵
画
三
代
史
』
（
昭
和
十
七
年
。
創
元
社
）
の
「
二
科
会
と
海
外
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の
を
加
へ
な
か
っ
た
。

「
足
洗
ふ
女
」
な
ど
の
堅
賀
な
代
表
的
作
品
も
其
中

ザ
ン
ヌ
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
の
多
く
を
列
べ
て
、
其
中
間
或
時
代
の
も

第
一
回
二
科
展
の
鑑
査
員
は
其
運
動
の
賛
成
者
の
間
で
互
選
し
た
結
果
小

杉
〔
未
醒
〕
・

九
里
〔
四
郎
。
明
治
四
十
三
年
〕

•

石
井
〔
柏
亭
〕
・

大
野

〔
隆
徳
。
明
治
四
十
四
年
〕
・

柳
〔
敬
助
〕
•

津
田
〔
青
楓
〕
・

有
島
〔
生

馬〕

・
南
〔
涵
造
。
明
治
四
十
年
〕

．
齋
藤
〔
豊
作
。
明
治
三
十
八
年
〕

・

梅
原
〔
龍
三
郎
〕

•

田
邊
〔
至
。
明
治
四
十
三
年
〕

・

湯
浅
〔
一
郎
。
同
三

十
一
年
〕
•

坂
本
〔
繁
二
郎
〕
・

岸
田
〔
劉
生
〕

・

山
下
〔
新
太
郎
。
明
治

三
十
七
年
〕
の
十
五
名
で
あ
っ
た
が
そ
れ
人
＼

の
理
由
の
下
に
南

・
岸
田

・

大
野

・
九
里
の
四
人
は
委
員
を
辟
し
た
。
田
邊
は
第
一
回
に
出
品
し
た
が
、

其
開
會
中
に
脱
退
を
告
げ
、
又
柳
は
第
二
回
以
後
は
出
品
を
見
合
せ
て
こ
れ

も
脱
け
た
。
柳
の
退
會
は
生
活
問
題
に
閥
聯
し
て
ゞ
あ
っ
た
。

第
一
回
展
の
會
員
作
品
で
は
有
島
の

「鬼
」
梅
原
の
「
早
春
」
な
ど
が
問

題
に
な
っ
た
方
で
あ
っ
た
。
人
は
も
っ
と
愛
つ
た
作
品
の
集
ま
る
こ
と
を
期

待
し
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
山
下
・

坂
本

・
小
杉

・
齋
藤
に
し
て
も
私
に
し
て

も
矢
張
従
来
の
傾
向
を
績
け
た
に
過
ぎ
ず
、
た
ゞ
其
採
揮
す
る
も
の
が
文
展

と
選
を
異
に
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。
例
へ
．
は
第
一
回
に
二
科
賞
を
受
け
た

硲
伊
之
助
の
習
作
（
裸
腔
の
習
作
幾
つ
も
を
―
つ
の
甕
布
に
牧
め
た
）
と
十

編
廣
太
郎
の
赤
緑
劉
照
の
強
烈
な
小
品
な
ど
は
到
底
文
展
で
認
め
ら
る
可
＜

も
な
か
っ
た
。

文
展
と
同
期
で
は
上
野
に
會
場
が
得
ら
れ
な
い
の
で
二
科
は
其
二
回
と
三

回
と
を
三
越
の
狭
い
棲
上
で
開
く
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。
二
回
に
は
新

蹄
朝
の
安
井
曾
太
郎
が
新
た
に
會
員
に
加
は
つ
て
其
滞
欧
作
品
四
四
貼
の
特

別
陳
列
が
あ
っ
た
。
安
井
は
ミ
レ
や
。ヒ
サ
ロ
ー
の
感
化
を
受
け
た
も
の
と
七

に
在
つ
て
安
井
の
債
値
は
一
時
に
認
め
ら
れ
た
。
安
井
は
健
康
を
害
し
て
巴

里
か
ら
蹄
つ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
静
蓑
の
結
果
漸
く
常
態
に
復
す
る
こ
と

を
得
た
。

第
三
回
展
に
は
こ
れ
も
新
蹄
朝
の
正
宗
得
三
郎
〔
明
治
四
十
年
〕
の
滞
佛

諸
作
が
特
別
陳
列
さ
れ
た
。
印
象
主
義
風
の
も
の
が
多
く
を
占
め
て
居
た

が
、
「
日
本
の
婦
人
」
と
題
す
る
夫
人
の
夏
姿
を
霊
い
た
一
貼
は
ア
ン
リ
ー

・

マ
チ
ス
の
感
化
を
受
け
た
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
が
、
正
宗
の
将
来
し
た
マ

チ
ス
の
青
つ
ぽ
い
男
の
「
裸
儒
」
は
代
表
的
な
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

日
本
で
は
は
じ
め
て
見
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
六
年
其
四
回
か
ら
は
必
ず
し
も
文
展
と
同
時
で
な
し
に
同
季
に
開
い

た
ら
よ
か
ら
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
、
文
展
に
先
だ
っ
九
月
中
に
日
本
美

術
院
と
隣
り
合
っ
て
竹
之
嚢
に
開
く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
例
は
今
の
府
美
術

館
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
た
。
さ
う
し
て
回
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
宣
博
も
利
く
や
う
に
な
り
観
衆
を
吸
牧
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た。

小
杉
と
森
田
〔
恒
友
。
明
治
三
十
九
年
〕
と
は
院
展
と
二
科
と
雨
者
に
跨

が
る
こ
と
が
無
理
で
あ
る
為
に
其
第
四
回
以
後
退
會
し
、
熊
谷
守
一
〔
明
治

三
十
七
年
〕
が
新
に
加
入
し
た
。
梅
原
も
こ
れ
と
云
ふ
は
つ
き
り
し
た
理
由

で
な
し
に
五
回
以
後
會
員
を
辟
し
た
が
、
聾
は
其
後
も
一
回
位
出
し
て
居
た
。

二
科
會
が
世
に
送
り
出
し
た
新
人
は
相
営
の
敷
に
上
つ
て
居
る
が
、
硲
伊

之
助

・
鍋
井
克
之
〔
大
正
四
年
〕

・
東
郷
宵
兒

・
横
井
弘
三

・
横
井
證
市

〔明

治
四
十
四
年
〕

・
林
倭
衛

・
小
出
楢
重
〔
大
正
三
年
〕

・
國
枝
金
三

・
中
川

紀
元

・
中
川

一
政

・
兒
島
善
三
郎

・
古
賀
春
江

・
木
下
孝
則

・
林
重
義

・
木

下
義
謙
•

佐
伯
祐
三
〔
大
正
十
二
年
〕

・

里
見
勝
蔵
〔
同
八
年
〕

・

小
島
善

太
郎

・

中
山
狐
〔
大
正
九
年
〕

・

鈴
木
保
徳
〔
同
五
年
〕

•

野
間
仁
根
〔
同
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第
二
條

十
四
年
〕
•

川
口
軌
外

•

清
水
登
之

・

伊
藤
廉
〔
大
正
十
四
年
〕

．

闊
根
正

ニ

・
曾
宮
一
念
〔
大
正
五
年
〕

・
鈴
木
信
太
郎

・
向
井
潤
吉
等
は
其
主
な
る

も
の
で
あ
る
。
中
に
は
樗
牛
賞
二
科
賞
を
受
け
な
が
ら
、
其
後
焚
展
の
思
は

し
く
な
い
や
う
な
除
外
例
の
僅
か
は
あ
る
が
、
大
抵
は
今
日
種
々
の
園
膿
に

捩
つ
て
現
役
的
に
働
い
て
居
る
人
々
や
惜
ま
れ
て
夭
折
し
た
人
々
で
あ
る
。

こ
4

に
畢
げ
た
名
前
の
な
か
で
は
小
出

・
古
賀

・
閥
根
の
四
人
が
故
人
と
な

つ
て
居
る
。

に
掲
げ
る
。 東

京
美
術
学
校
規
則
改
正

前
記
規
程
改
正
に
基
づ
き
、
大
正
三
年
十
二
月
に
「
東
京
美
術
学
校
規
則
」

が
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
全
文
と
、
参
考
の
た
め
に
「
各
科
授
業
要
旨
」
と
を
左

い
ず
れ
も
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
隷
豆
罪
』
よ
り
転
載
。

次
〔
省
略
〕

第

一

章

穂

則

第
一
條
本
校
ノ
學
科
ハ
日
本
聾
科
、
西
洋
甕
科
、
彫
刻
科
、
岡
案
科
、
金

工
科
、
錨
造
科
、
漆
工
科
、
製
版
科
及
固
聾
師
範
科
ト
ス

日
本
霊
科
、
西
洋
聾
科
、
彫
刻
科
、
圏
案
科
、
金
工
科
、
錨
造
科
、
漆
工

科
、
製
版
科
ヲ
本
科
ト
シ
各
専
門
ノ
技
術
家
ヲ
蓑
成
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
ス

圏
聾
師
範
科
ハ
師
範
學
校
、
中
學
校
、
高
等
女
學
校
ノ
躍
聾
数
員
タ
ル
ヘ

キ
モ
ノ
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
ス

前
項
ノ
外
豫
備
科
ヲ
置
ク

本
校
各
科
ノ
修
業
年
限
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
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ノ
ニ
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ハ
専
ラ
卒
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製
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七
ツ
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、
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範
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三
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年
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第
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第
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條
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岡
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左
ノ
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日
本
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